
・日時：令和６年２月８日（木） １０：００～１１：１５

・場所：水戸市役所内会議室

・周波数等：７８．８MHz ※アンテナは水戸市所有のものを使用。

「水戸市いっせい防災訓練」
(水戸市及び水戸コミュニティ放送（株)との協同)

(タイムスケジュールを踏まえ、放送設備を操作)

（７８．８MHｚ感度良好）

(写真中央が水戸市長)

臨時災害放送局設備を活用した訓練(水戸市いっせい防災訓練)

(水戸市役所屋上設置の臨災局用アンテナ)
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(水戸市役所屋上設置の臨災局用アンテナ)

(タイムスケジュールを踏まえ、放送設備を操作)

「水戸市いっせい防災訓練」における放送訓練の感想と課題

○ 市が免許人となる場合の手続きについては、煩雑な印象を受けた。

○ 訓練のため、関東総合通信局より送信設備を借り受けたが、大雪による道路の通行止めにより、設備搬送に苦労した。

１．訓練実施まで

○ 機材の運用を職員だけで行うことは難しく、FMぱるるんとの連携を継続していくことの重要性をあらためて実感した。

○ 市内の34ヵ所で受信状況を確認したが、場所によっては（特に屋内）聞きづらいところもあり、実際の運用に際しては

検討が必要だと感じた。

○ ＦＭぱるるん（76.2MHz）が浸透しているため、臨時災害放送局の周波数をどのように周知するかが検討が必要。

○ 災害発生時に円滑に実施できるかが不安。

○ ケーブルロス等の使用した関係で、アンテナからの実効出力が予想より小さかったかもしれず、想定よりエリアが狭かった

と思う。

○ 普段から運用訓練をしているので、当日の訓練は何も問題なく進行出来た。

２．訓練当日、終了後
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